
























結果構文 非能格動詞 自他交替 使役化 脱再帰化  
 
1 はじめに 














1 本稿では同形で自他交替する能格動詞における自動詞用法を、L&RH (1995)に従い、外的な起因 
(externally caused)をもつ非対格動詞と見なし、議論を進める。 
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外項のみを選択する非能格動詞には同形の使役他動詞用法が存在しないことが指摘されて
いる(Levin and Rappaport Hovav 1995 (以下、L&RHと表記))。 
 
 (1) a. The ship sank.               b. Tracy /A gale sank the ship. 
 a’. 船 沉 了。              b’. 水手 们/ 风暴  沉   了  船。 
  船 沈む ASP2                    水夫 たち/ 暴風 沈める ASP  船 
 (2) a. John cried.                  b. *This thing/He cried John. 
 a’. 张三 哭  了。             b’. *这 件  事/李四  哭  了  张三。 










 (3) a. 张三  哭  累     了。 
       張三 泣く-疲れる ASP 
    b. John cried *(himself) tired. 
    c. *張三がクタクタに泣いた。 
 (4) a. 这 件  事   哭  累   了  张三。     
      この-CL こと 泣く-疲れる ASP 張三                  
    b. *This thing cried John tired. 







 (5) a. 李四  哭  醒      了。 
         李四 泣く-目覚める ASP 
 
2 本稿で使うグロスの略語一覧をここに示しておく。 
 ASP=Aspect marker, CL=Classifier, GEN=Genetive 
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            李四が泣いて目を覚ました。 
   b. 一场 噩梦 哭   醒     了  李四。 
     1-CL 悪夢  泣く-目覚める ASP 李四                     
        悪夢が原因で李四が泣いて目を覚ました。 
     c. 张三  哭   醒     了  李四。 
     張三 泣く-目覚める ASP 李四                         
        張三が泣いて李四が目を覚ました。  
 (6) a. 妈妈     累   病 了。 
     お母さん 疲れる-病む ASP 
           お母さんが疲れて病気になった。 
   b. 艰苦  的  工作  累  病   了  妈妈。  
         苦しい GEN 仕事  疲れる-病む ASP お母さん               
         苦しい仕事が原因でお母さんは疲れて病気になった。 
   c. 小孩  累   病     了  妈妈。  
     子供 疲れる-病む Asp  お母さん                  

































 (7) a. [VP V1  [SC  NP  V2 ]]                  (Sybesma 1999)                     
   b. [BECOME<V1> [ X  <V2> ]]             (Huang 2006) 
 (8) a. [CAUSEP NP  CAUSE [VP V1  [SC  NP  V2 ]]]      (Sybesma 1999)      























4 Huang (2006: 39(注 24))では、非対格動詞が CAUSE と併合可能であるという立場を取っている。 




 (9) a. 一场噩梦哭醒了李四。    (=(5b))               
         悪夢が原因で李さんが泣いて目を覚ました。 
      b. 张三哭醒了李四。          (=(5c))                      
        張さんが泣いて李さんを起こした。 
 (10) Huang(2006) 
      a. Pure causative: [x CAUSE  [BECOME<V1> [y <V2>]]]    (=(8b)) 










 (11) a. 使役化による交替 
    [BECOME<非能格動詞/非対格動詞> [ y <V2>]]  
                →[x<原因主語> CAUSE [BECOME<非能格動詞/非対格動詞> [y <V2>]]]  
      b. 脱再帰化による交替 
    [xi CAUSE<非能格動詞>[BECOME[ei <V2>]]] 
                →[x<動作主主語> CAUSE<非能格動詞>[BECOME[y <V2>]]] 





















されない場合に限られると言う (L&RH 1995、小野 2000)。 
 
 (12) a. The vandals broke the window.          
      b. The window broke.  
 (13) a. The baker cut the bread. 
    b. *The bread cut.  
  (14) a. The vandals/The rocks/storm broke the window.  (L&RH1995: 103) 
      b. John/*the knife/*the storm cut the cloth.      (Artemis Alexiadou 2015:7) 
  (15) a. break: [ [ x  DO-SOMETHING] CAUSE [ y BECOME BROKEN ]] 
                   [-specified]                             (小野2000: 7) 
      b. cut: [ [ x  DO-SOMETHING] CAUSE [ y BECOME CUT ]] 
















もつことが指摘されている(谷脇 2000, 影山 2001, Artemis Alexiadou 2015)。 
   (i) a. The metal corroded 
      b. Sea water corroded the metal./*My mother corroded the silver utensils by her careless treatment. 
7 影山 (1996)は、他動詞から自動詞の派生には反使役化(anti-causativization)と脱使役化の 2 種類の操作が
あり、英語では反使役化の操作しか許されないが、自他転換の接辞体系をもつ日本語では両方の操作が許
されると言う。詳細は影山 (1996)を参照のこと。 











 (16) a. 张三  切  了  面包。 
          張三 切る ASP パン 
            張三がパンを切った。 
       b. *面包  切   了。9 
      パン 切れる ASP 
      *パンが切れた。 
 (17) a. 玻璃   窗  破    了。 
          ガラス 窓 割れる ASP 
            ガラス窓が割れた。 
       b. 张三/暴风雨{* 破  /打  破   /弄  破}  了  玻璃  窗。 
      張三/暴風雨  破れる/打つ-破れる/する-破れる ASP ガラス 窓 
















9 “面包 pro 切了”のように、目的語の主題化された主題文として解釈される場合は適格文となる。 
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 (18) a. *哭 / 咳嗽 / 笑 了 不少 人。 
          泣く/咳をする/笑う ASP 多い  人 
    多くの人が泣いた/咳をした/笑った 。 
        b. 醉 / 死   了 不少 人。 
      酔う/死ぬ ASP  多い 人 
   多くの人が酔った/死んだ。      
 (19) a. 哭 累    了 不少 人。     (Sybesma 1999: 43) 
          泣く-疲れる ASP  多い 人 
    多くの人が泣きつかれた 。     
    b. (那个晚会上)  醉  倒    了  好几个 人。   (Sybesma 1999: 43) 
                      酔う-倒れる ASP  何人か 人 












 (20) a. 李四  笑  醒     了。 
     李四 笑う-目覚める ASP 
             李四が笑って目を覚ました。 
       b. 一场 好  梦  笑   醒    了  李四。 
      1-CL 良い 夢 笑う-目覚める ASP 李四 
      いい夢が原因で李四が笑って目を覚ました。 
       c. 张三 笑   醒    了 李四。  
     張三 笑う-目覚める ASP 李四 
      張三が笑って李四が目を覚ました。 
 (21) a. 妈妈    哭  累     了。   
         お母さん 泣く-疲れる ASP 
           お母さんが泣いて疲れた。 
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    b. 这 件 事   哭  累    了  妈妈。  
    この-CL こと 泣く-疲れる ASP お母さん                   
        このことが原因でお母さんが泣いて目を覚ました。 
      c. 小孩   哭  累    了  妈妈。  
     子供 泣く-疲れる ASP お母さん                       
        子供が泣いてお母さんが疲れた。 













 (22) a. John broke the window.  










 (23) a. 张三 醉   倒    了。 
          張三 酔う-倒れる ASP          
           張三が酔って倒れた。 
      b. 那  杯 酒   醉  倒   了  张三。 
     あの CL 酒 酔う-倒れる ASP 張三 
      あのお酒が原因で張三が酔って倒れた。 
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      c. 李四 醉   倒    了 张三。          
     李四 酔う-倒れる ASP 張三 







 (24) a. The river froze solid. 
    b. The change in weather the last few weeks froze the river solid.  (Huang 2006: 10)    
 (25) a. The water froze solid. 







4  脱再帰化による交替 
 自動詞と他動詞の対応には、動詞breakのような自動詞の主語と他動詞の目的語の間に文
法関係の対応が見られる交替の他に、eat、writeのような目的語の省略が可能な動詞に見ら







 (26) a. 张三  哭  醒      了 。  
     張三 泣く-目覚める ASP 
         張三が泣いて目を覚ました。       
 
10 Cheng&Huang (1994)は、V1 が状態或いは状態変化を表す Non-active RVC(Resultative Verb Compounds)
には内項を義務的要素とする能格動詞あるいは使役動詞の項構造が対応されるという。そして非能格動詞
に基づく結果構文に見られる使役交替現象に関しては、自動詞文の表す出来事に外的 Causer が存在する
ことが文脈的に保証され、V1 の意味上の主語が動作主ではなく Causee と解釈される場合、通常は非能格
型である RVC が能格型 RVC として使用することができると言う。 
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       b. 张三  哭    醒     了 李四。     
           張三 泣く-目覚める ASP 李四 


















 (27) a. She cried the handkerchief wet.                  
      b. 她  哭  湿    了   手帕。 
     彼女 泣く-濡れる ASP  ハンカチ 
           *彼女がハンカチをビショビショに泣いた。11 
 (28) a. *The lake froze the fish to death. (影山 2001: 170) 
 b. *湖水 冻  死  了  鱼。12 
       湖 凍る-死ぬ ASP 魚 
     湖が凍り付いて魚が死んだ。 
 (29)  Burzio の一般化：外項を取る動詞のみが目的語に対格を付与することができる。 
 
11 日本語では結果構文を構成する動詞に意味的制限があり、結果述語が動詞の含意する変化の方向性と





(i) a. 张三冻死了李四。 
   張三のせいで李四が凍えて死んだ。 
b. 严寒冻死了不少人。 
  酷寒が原因で多くの人が凍えて死んだ。 




L＆RH (1995)は、(29)の Burzio (1986)の一般化に基づいて捉えている。この一般化に基づけ
ば、非能格動詞 cry や run は、外項をもつため、目的語に対格を付与することができ、他








 (30) a. She cried herself awake.             （Huang2006: 29） 
      b. *The river froze itself solid。/The river froze solid. (L&RH 1995:39) 
 (31) a. 张三  哭  醒     了 自己。 
      張三 泣く-目覚める ASP 自分 
            張三が泣いて自分が目を覚ました。 
      b. *小狗  冻    死   了  自己。/ok 小狗  冻   死 了。 
     子犬 凍える-死ぬ Asp  自分      子犬 凍える-死ぬ Asp 
      子犬が凍えて自分が死んだ/子犬が凍えて死んだ。 
    c. ??*张三 冻    醒     了  自己。/ok 张三  冻    醒  了。 
            張三 凍える-目覚める Asp 自分       張三 凍える-死ぬ Asp 










 (32) a. I coughed *(myself) awake.     (大矢 2001:166) 
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     王さん 咳をする-目覚める ASP 自分  
           王さんが咳をして(自分が)目を覚ました。 
 (33) a. He laughed *(himself) silly.        (大矢 2001:166) 
       b. 他 笑  傻   了 (自己)。  
     彼 笑う- 愚かである ASP 自分   
      彼が笑って(自分が)愚かになった。       
 (34) a. 李四  跑   累   了  (自己)。     (Lin 2004: 103) 
          李四 走る-疲れる ASP  自分 
       張三が走って(自分が)疲れた。 
      b. 他  哭 病   了  (自己)。    (宋 2007：149) 
     彼 泣く-病む ASP  自分 
    彼が泣いて病気になった。 
 
 英語の結果構文の成立を巡っては、結果述語の叙述対象が基底構造の直接目的語に限ら

















14 統語論では直接目的語制約が相互 c-統御或いは相互 m-統御という構造的条件で捉えられている





15 中国語がゼロ代名詞を許容する言語であることについては Huang(1984,1987)、Xu(1986)を参照のこ 






 (35) a. John shaved  
     b. John shaved himself. 
        c. The barber shaved the customer.   
 (36) a. I washed.  
        b. I washed myself.16 
















 (37) a. 张三哭醒了(自己)。  (=31a) 
      張三が泣いて(自分が)目を覚ました。 
       b. 张三哭醒了李四。     (=5c) 
      張三が泣いて李四が目を覚ました。 
 (38) a. 小孩哭累了(自己)。 
      子供が泣いて(自分が)疲れた。 
        b. 小孩哭累了妈妈。 
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 (39) a. 张三咳醒了(自己)。 
      張三が咳をして(自分が)目を覚ました。 
       b. 张三咳醒了李四。 









































英語では本来非能格動詞である運動様態動作主動詞(agentive verbs of manner of motion) が
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Unergative Resultatives in Chinese 




This paper argues that Chinese unergative resultatives which representing different causative 
situations depending on the different external arguments are derived from the different surface 
intransitive structures. It is possible that Chinese unergative resultatives can dereflexivize by 
adding an internal argument, and also causativize by adding an external argument. We argue these 
facts are reduced to the possibility in Chinese for an unergative verb which combined with 
resultative predicate have both properties, unergativity and unaccusativity. We also point out that 
unaccusative resultatives in Chinese only allow inchoative-causative alternation. 
